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水 稲 に お け る 出 穂 期 の 推 定 に つ い て

一 移植期 と出穂期 の関係 一
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水稲の出穂は高温年には早まり,冷涼年には遅れる。又,
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までの日平均気温の全積算温度(以下単に積算温度という)

と出穂日数の関係から,出穂の有効積算温度と無効積算温

度を算出している。しかし,両者とも用いたデータはある
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[F曇[堰嘔 [為猛墨亀λ努法として,積算温度と移植
期の関係式作成を品種・薔の種類ごとに試みているが,その中

で,積算温度が年によって多少異なることを認めている。

本報告は,こ の点を考慮し,過去数年のデータを用い,

積算温度と移植期の関係を示すとともに,簡単な有効温度

を用いてより精度の高い出穂期の推定を試みたものである。

2 材料及び方法

昭和48年から52年まで,官城県農業センター圃場で栽培

された稚苗育苗の水稲ササニシキのデータを用いた。移植

期は4月 20日 から6月 1日 まで,それに対する出穂期は 8

月 4日 から8月 25日 までにわたつた。なお,無窒素区,極

端な多月巴区,疎植区のものは除いた。

日平均気温は当センターにおける日最高気温と日最低気
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3℃単位で上限と下限を設定し,上限と下限のあらゆる組

合せの温度範囲について積算される日当り温度量を計算し

た。例えば,温度範囲を9～24℃ と設定した場合,日平均

気温が26℃ であれば15℃ (24-9℃ ),16℃ であれば7℃

(16-9℃ ),下限より低い6℃ であれば0℃ が各々の日

当り温度量となる。次に,温度範囲,1に移植から出穂まで

の有効積算温度と移植期の関係を図1の ように図示し,有

効積算温度の幅 (2本の点線の縦軸方向の距離 )を昭和48

年から52年までの 8月 上 。中旬の日当り温度量の平均値で

割って出穂期の幅を求めるとともに, 1次 の回帰式を求め,

傾き,″ =1(移植期が4月 20日 )の ときの有効積算温度
を算出した。

3 結果及び考察

下限0℃ ,上限30℃ の場合を図1に示した。当センター

では,昭和48年から62年までの 5年間,日平均気温が30℃

をこえることはなかつたので,縦軸の有効積算温度は,積

算温度と同じである。積算温度が比較的少ない年 (昭和52

年 ),多い年 (昭和51年 )の存在すること,同一年の同一

移植期でも出穂期が 2, 3日 異なることは,よ く起こりう

ることがわかる。
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図 1 移植期と有効積算温度の関係

江
]:[箋午辞 :命習誓∬■9脇鰤
日数。

水警黒[軍冤EICttζl:省S,隻il督思L】最由彙

温や地温は,日射量や水深に大きく影響されることより.

水管理が初期生育を大きく左右し,出穂にまで影響を及ぼ

すことが考えられる。従つて,気温のみで出穂期を推定す

る場合には,± 2日 の誤差が最高の精度となるであろう。

更に,5年間をブールしてみると,積算温度と移植期は,

負の相関があり, 1次 の回帰式で示され,移植期が早い程

多くの積算温度を必要としていることがわかる。これは,

日平均気温に,出穂に無効な範囲の温度が含まれており,

移植から出穂までより多くの日数を必要とする移植期の早

緒

ｍ

有

力

薇

“

こ

凛



-18- 東 北 農 業 研 究 第 23 号 (1978)

いもの程,その無効な温度をより多く積算しているためと

考えられる。叉,こ の場合の 8月 上・中旬の日当り温度量

(平均気温と同じ)は ,242℃ であり,出穂期の幅は83
日である。

有効温度を,あ らかじめ多くの対応様式を策定し,多様
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本報では,温度範囲の上限,下限を変えた場合の有効積算
温度と移植期の関係の変化をみるため,出穂期の幅,回帰
式の傾きを別個に計算した。上限・下限を動かした場合 ,

いずれも有効積算温度と移植期の関係は一次の回帰式で示

されたが,出穂期の幅や回帰式の係数は変化した。

図2に ,上限・ 下限による出穂期の幅の変化を,幅が最
小になつた範囲を中心に,一部についてのみ示した。図 2
によると,出穂期の幅の等値線は,上限27℃ から30℃ ,下
限9℃ を中心に半輪紋状の曲線でL■lかれ,中心から離れる
にしたがって大きくなった。名取では,日 平均気温が27℃

以上となることは少ないので,上限30℃ ,27℃ ともほぼ同
じとなる。

回帰式の傾きは,下限を動かした場合大きく変化したが,
図 2よ り,出穂期の幅が最小となる温度範囲がわかつてい

るので,上限が30℃ (名取では,日平均気温が30℃ 以上と
なることはないので上限なしと同じ)の ときの下限による

回帰式の傾きの変化を図3に示 した。有効温度を考えた場

合,有効積算温度は,年次や移植期によらず一定 となるは
ずである。従って,図 3よ り,傾 き0の ときの下限を求め
ると,10℃ となり,出穂期の幅が最小となる温度範囲とほ
ぼ一致した。又,図 4よ り,こ の温度範囲のときの有効積
算温度(傾 き0であるので,回帰式はy=kで表わされる。
但し, kは定数 )は 880と なることがわかる。

以上より,ササ=シキで稚苗の場合には,下限を10℃ と
する温度範囲(名取では日平均気温

"℃
以上となることは

ないので,上限は考えなくともよい。)を 日平均気温にあ
てはめて積算した有効積算気温 880で 出穂に達する。又,
この場合は,日平均気温を積算した場合と異なり,移植期
によらず一定となり,出穂期の幅もせばまり出穂期推定の
精度が高まる。

図 6 下限による回帰式の傾きの変化
注.上限30℃
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図 2 上限,下限による出穂期の幅の変化


